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北部北上山地，沢山川層基底の不整合についで

杉本幹博＊*・字田進一＊＊＊

沢流域を模式地とし，層厚約600ｍ，おもに安

山岩質熔岩，火山砕屑岩からなるが，下部は暗

緑色塊状輝石安山岩，暗紫色徴密の枕状熔岩お

よび集塊岩を主とし，変質していて緑泥石，緑

簾石，白チタン石，チタン石を伴う。中・上部

は安山岩質集塊岩，凝灰岩を主としまれに熔岩

を挾むが，中部には安山岩質岩のなかに石灰岩

小塊を不規則にとりこむところ，安山岩質岩片

を石灰岩が充填するところなどがある。また，

これらの石灰岩のなかに石灰藻化石を含むとこ

ろ（Ｘ-42）がある。最上部は凝灰岩・粘板岩

互層からなり，しだいに石灰質となって上位層

の安家層石灰岩・粘板岩互層に漸移する。

沢山川層の大部分は久慈市～九戸郡山形村一

jll)に分布するが，一部は下閉伊郡岩泉町東部に

も発達している。Ｆｉｇ．１に示した山根．山形

地域の北半部では，沢山川層は南方へ軸傾斜す

る下戸鎖背斜（ａ），深田一橋場複向斜（ｂ－

ｃ），葛形背斜（ｄ）によって東・中・西の３

列に分岐している。東列は荒津前から滝西方，

板ノ木橋を経て下戸鎖にいたる長内川流域に，

ほぼＮＳ，70.Ｗ～85.Ｅの走向，傾斜で分布

し,下戸鎖背斜の逆転しした東翼をなしている。

東列の東限は上位の安家層（石灰岩層）に漸移

し，西限は下位の間木平層(砂岩・粘板岩互層）

と断層（馬内一枝ノ木一遠川断層）（１）で接

する。中列は深田一橋場複向斜の底部をなして

広く分布し，茅森から深田にかけては１背斜。

２向斜をなすが，深田以南では摺曲軸の南方へ

緒言

北部北上山地岩泉帯の地向斜性古期岩類は，

近年下位より，上部三畳系茅森層群（木沢畑層

゜間木平層)，ジュラ系一光宮古統下部白亜系

？岩泉層群（沢'11川層・安家層・高屋敷層・関

層・合戦場層・大鳥層・大坂本層）に区分され

た（杉本，1971MSa，1972）が，著者らはその

野外踏査の過程（1969～1970）で岩手県久慈市

'１１根町長内川支流，川又沢下流域において，沢

'11川層安'１１岩質熔岩が下位層の間水平層砂岩・

ﾙ!i板岩互層をいちじるしい斜交関係をなして被

覆することをみいだした。

同様の斜交現象はほかの地区でも確認された

が，これらは沢lIl川層の海底火l戊活動に伴って

生起したものと考えられる。

小論では主として各地区における沢'11川層と

問木平層の斜交状態を図示し，産状および構造

形態の特徴にもとづいて沢ｌＩＩ１ｌｌ層ﾊﾟ|;底の火成活

動に関連した不整合を推論する。

本研究をつうじて東北大学理学部地質学古生

物学教室畑井小虎教授にご教示を賜り，同大学

岩石鉱物鉱床学教室守屋資郎博士には岩石薄片

を鑑定していただいた。厚く謝意を表する。

Ｉ沢山川層(SawayamagawaFormation）

について

北部北上111地岩泉緒;岩泉層群の基底をなす沢

山川層は岩手県久慈市|｣｣根町滝一深田問の深田

＊昭和47年９月14日受理：contributionfromthelnstituteofEarthScience，FacultyofEducation，
KanazawaUniversity，ＮｅｗＮｏ．３１．

＊＊金沢大学教育学部地学教室：InstituteofEarthScience，FacultyofEducation，Kanazawa

University．

**＊応用地質調査事務所KＫ
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Ｆｉｇ．１．Mapshowingthedistributionofthe

SawayamagawaFormationandtheareastudied．

の沈降によってさらに東西に分岐している。中

列の西限は下位層の茅森層群（木沢畑層・間木

平層）と断層（茅森一浅子沢断層）（２）で接

する。西列は内聞木北方から小国，霜畑を経て

川井にいたる遠別川下流域に分布し，西限は上

位の安家層石灰岩に漸移する。中列，西列の東

限および両列が接合する葛形南方では，後述す

るように沢山川層が間木平層を不整合に覆うも

のと推論される。

沢山川層の火砕岩類は，比較的単調な層相構

成をむつ北部北上山地の地向斜性古期岩類のな

かのきわめて有効な鍵層準として注目されてき

たが，沢山川層をはさむ周辺の累層については

菅原（1952ＭS），松島（1952ＭS），久保田

（1964ＭS），沢田（1964Ｍｓ）らが，時代未

詳あるいは二畳系とみなしてＬ下位より間木平

層→沢山川層→安家層→関層に区分し，整合的

累重関係を示したのに対して，小貫・長谷（小

貫,1956)は間木平層東列を岩泉地域の上部ジユ

ラ系岩泉層と同層位にみなして，間木平層（＝

岩泉層）が沢山川層などの二畳系累層を不整合

に覆うという累重関係を示したことがあり，と

くに沢山川層と間木平層の関係が不明瞭のまま

今日にいたっていた。

しかし，間木平層は沢山川層一安家層のなす

背斜構造の芯部を占めて分布しており，さらに

後期三畳紀コノドント化石を産することから，

沢山川層周辺の累層は下位より間木平層→沢山

川層→安家層の順に累重し，地質時代も従来漠

然といわれてきたような二畳紀ではなく，中生

代前半であることはあきらかである。

Ⅱ沢山川層と間木平層の斜交関係

前節Ｉでのべたように，沢山川層の各列は間

木平層と斜交し，多くの地点で断層関係が確認

されているが，これらの断層は西方へ等斜摺曲
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する下戸鎖背斜および葛形背斜の急傾斜する東

翼にそって生じている。しかし，西翼および沢

山川層の中列，西列が接合する地域では沢山川

層の基底部が，緩傾斜をなして間木平層のより

下位の層準を次々と覆っており，傾斜角度を異

にする特徴的な斜交関係をなしている。

つぎに，各地区での現出状態をしるす。

したが，沢山川層の塊状～枕状安山岩質熔岩は

Fig.２に示した状況で，東側を占める間木平

層東列の砂岩・粘板岩と接している。

沢山川ぞいのルートでは，摺曲軸面方向の跨

開を伴った安山岩と層理の発達した粘板岩の境

界部付近に，層理面にそった小規模な断層がみ

られるところもあるけれども，多くはきわめて

調和的な構造をなしており，個々の小露頭では

むしろ整合的に見えることが多い。しかしなが

ら，Fig.２に示した規模ではあきらかに斜交関

Ａ生田一沢山地区（Fig.２）

久慈市と山形村の境界をなす沢山川流域およ

び茅森沢流域の地質図，断面図をＦｉｇ．２に示 係をなしている。

二霞一一一蝋一一一一一一一一工辰籍

蕊
Ｆｉｇ．２．Geologicalmapandgeologicalsectionsofthelkuta

-Sawayamaarea･

ａ･chert．ｂ、tuff．ｃ･andesitelavaandagglomerate．
｡．ｓlate．ｅ・alternationofsandstoneandslate･ fsandstone

g・siliceousshale． ｈ・fault．ｉ・dipandstrike．
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岩がちの砂岩・粘板岩互層からなり，ひんぱ

んに走向断層を伴っているが，岩脇の東方約

600ｍの地点で沢山川層中列と接している。

沢山川層中列の安山岩はＦｉｇ．３の左下（南

西）部にみられるように，深田沢の南岸および

北岸で，西傾斜する間木平層のより下位の層準

を次々と覆っており，傾斜角度を異にするいち

じるしい斜交関係をなしている。

この斜交関係は，両層の境界線にそって南北

両方向に追跡されるが，これらは従来整合的に

Ｂ滝西方地区（Fig.３）

Fig.３に滝西方地区の地質図および断面図を

示した。深田沢と長内川が合流する滝部落付近

では，下戸鎖背斜の東翼をなす安家層石灰岩が

ほぼＮＳの走向で，80.Ｗ～85.Ｅの急傾斜をな

し，西側で沢山川層東列の凝灰岩・安山岩に漸

移している。安山岩は滝の西方約600ｍの地点

で間木平層東列の粘板岩層と断層（馬内一板ノ

木一遠川断層）で接しており，林道の北側切り

割りで観察される。このルートの間木平層は砂 累重するとみなされていたものである。

エ

雲
Ｆｉｇ．３．Geologicalmapandgeologicalsectｉｏｎｓｏｆｔｈｅｗｅｓｔｏｆ

Ｔａｋｉａｒｅａ･

ａ、chert．ｂ・limestone．ｃ・alternationofcalcareousshale

andslate．ｅ・andesitelavaandagglomerate、dtuff，

fslate、 ９．alternationofsandstoneandslate．ｈ・sandstone．

i･ｇａｂｂｒｏ． 』・fault．ｋ、dipandstrike、 Lfossillocality．

〆
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間木平層東列は，Fig.４の西端部付近で再び

沢山川層中列の安山岩質熔岩と接するが，林道

ぞいの切り割りでは，両者の境界部が窪地にな

っていて接触面を見ることはできない。境界付

近の安山岩は，いくぶん千枚岩質になってい

る。川又沢北岸の急斜面にそって両層の境界を

たどってゆくと，沢山川層安山岩はきわめてわ

ずかの間隙をはさんで，西傾斜する間木平層の

より下位の層準を次々と覆っており，滝西方地

区と同様のいちじるしい斜交関係をなしてい

る｡

斜交関係は川又沢南岸斜面にもみとめられ，

さらに遠川南方まで追跡される。

Ｃ川又橋西方地区（Fig.４）

Fig.４に川又橋西方の長内川支流，川又沢下

流域の地質図および断面図を示した。川又橋付

近に分布する石灰岩（安家層東列）の西側には

漸移的に沢山川層東列の凝灰岩層が累重してい

てほぼＮＳの走向，85.Ｅ～85.Ｗの急傾斜で

東方が上位の累重関係をしめす一連のCross‐

lamination,graded-beddingなどの堆積構造

を伴っている。凝灰岩層は西限で間木平層東列

の粘板岩・砂岩互層と急角度の断層（馬内一板

ノ木一遠川断層）で接するが，断層の西側を占

める間木平層東列は西方への単斜構造をなして

いる｡

癖
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Ｆｉｇ．４．GeologicalmapandgeologicalsectｉｏｎｏｆｔｈｅｗｅｓｔｏｆＫａｗａｍａｔａ▲bashiarea･
ａ・chert．ｂ、１imestone．ｃ・muddylimestone．。、thinalternationoflimestone

f･tuffandcalcareousshale．ｅ、alternationofcalcareousshaleandslate．９．

andesitelavaandagglomerate・ hslate． ｉ･alternationofsandstoneandslate．

』・sandstone． ｋ・ｇａｂｂｒｏ・ LAlluvialriverterracedeposits．ｍ・Alluvial

deposits．ｎ．detritus．ｏ、fault．ｐ・ｄｉｐａｎｄｓｔｒｉｋｅ．
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的に見えるが，沢山川層の基底は間木平層の粘

板岩。チャートの傾斜よりもいくぶん緩い傾斜

角をなしていて，内間木へ至るルートの山腹斜

面でいちじるしい斜交関係をなすのがみとめら

れる。卯坂峠付近では沢山川層安山岩と斜交す

るチャート層に小摺曲，派生小断層が多くみら

れることから断層関係が推定される。またＦｉｇ．

５束縁の村井から細工藤にかけてもいちじるし

い斜交関係がみとめられる。これらの分布状態

は，冬季～春季の露出条件のよい時期に，両層

の境界線にそって，山腹斜面および尾根すじに

点在する小露出，現地性崖錐をたんねんに追跡

して得られたものである。

Ｄ葛形一卯坂地区（Fig.５）

葛形一卯坂地区の地質図および断面図をＦｉｇ．

５に示した。この地区は葛形背斜が急激に南方

へ軸傾斜する位置にあり，沢山川層の西列と中

列が接合する葛形一卯坂峠一帯では間木平層，

沢山川層はともにほぼ東西の走向をなし，ゆる

く南北にうねっている。葛形付近の間木平層は

下部(北側)に砂岩が，上部（南側）に層理の発

達した粘板岩が卓越し，よく連続するチャート

鍵層を挾んでいる。沢山川層安山岩は間木平層

の南外側をとりまくように分布し，県道の南側

にそって走る稜線の北側斜面中腹付近で間木平

層と接している。この付近の両層は，一見整合

…海事ﾗｷｦｮs弓

＃

蕊讓

壺記邑愚Ｆ
■￣

.■￣

〃

Fig.５．GeologicalmapandgeologicalsectionsoftheKuzugata-Usakaarea・
ａ･chert．ｂ、１imestone．ｃ･alternationofcalcareousshaleandslate．ｄ･tuff．

e・andesitelavaandagglomerate．ｆ･slate、９．alternationofsandstoneandslate．
h・sandstone．ｉ・granodiorite．ｊ・gabbro．ｋ、diorite、１．porphyrite．ｍ、fault．
n．dipandstrike．
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Ⅲ沢山川層基底の不整合について

Figs、２～５に示したように，沢山川層中列

の東限は間木平層といちじるしく斜交してい

る。各地区（Ａ～Ｄ）の柱状図および間木平層

の欠損状態をＦｉｇ．６に示したが，これらの斜

交関係がこの地域一帯に支配的な衝上断層のひ

とつの反映であるという可能Ｉ性は依然としての

こされている。

家層はＮＮＷ－ＳＳＥ方向をなしていて，両者

は広い地域にわたって各所で斜交している。ま

た沢山川層西列の東限の一部にも斜交関係がみ

とめられることから，これらの全ての境界につ

いて断層関係を推定することはきわめて困難の

ように思われる。

これらの特徴は，未だ十分な根拠にはなりえ

ないけれども，両層が基本的に不整合関係にあ

ることを強く示唆するものであり，岩泉帯地向

斜の発達過程のなかで，沢山川層の海底火成活

動の萌芽に伴って生起した堆積盆の曲隆，傾動

とこれを貢ぎ，被覆する溢出熔岩流との間に生

じた火成活動に関連した貫入一不整合関係を示

唆するものと推論される。

同時に，間木平層（Ｘ-36）および木沢畑層

（Ｘ-35）から北海道渡島半島上磯石灰岩（坂

上ら，1969）に対比される後期三畳紀コノドン

ト化石群を産し（村田・杉本，1971），沢山川

層（Ｘ-42）から中生代（ジュラ紀型？）とい

われる石灰藻化石を産することは，岩泉帯にお

ける三畳紀一ジュラ紀の変遷が沢山川層の火成

活動によって特徴づけられることを示唆してお

り，沢山川層基底に推定される不整合は構造発

達史上，重要な意義をもつものと考えられる。

Ａ Ｂ Ｃ ，
座

溌

譲’

iｉｉｉｌ
議
篝
｜
濡
鐡

■蝿蝿露讓雲廟
ａｂｃｄｅｆ

Ｆｉｇ、６．columnarsectionsoftheIkuta-

Sawayama(Ａ)，ｗｅｓｔｏｆＴａｋｉ(B)，westof
Kawamata-bashi(C）andKuzugata-Usaka
（Ｄ）areas・

ａ･chert．ｂ・tuff．ｃ･andesitelavaand

agglomerate．．．ｓlate．ｅ･alternationof

sandstoneandslate．ｆ･sandstone．
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しかしながら，すでにのべたように，この地

域一帯の比較的大規模な衝上断層は背斜の東翼

にそって生じており，断層線にそっては斜交関

係とともに破砕帯，崖錐帯，鉱化帯，小摺曲，

派生断層などの断層の存在をしめす徴候がみと

められるのに対して，上記の斜交関係は西翼に

緩傾斜をなして生じており，葛形一卯坂地区で

はＵ字型分布の下（南）側にも生じている。ま

た境界部にとくに大規模な断層の徴候をみとめ

がたい。さらにＦｉｇ．１に示したように下戸鎖

背斜および葛形背斜の芯部を占める茅森層群

(木沢畑層・間木平層)がほぼＮＷ－ＳＥ方向に

配列するのに対して，これを覆う沢山川層・安
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⑪沢田鉄雄：北部北上山地岩手県山根山形地方の

地質，東北大地質古生物卒論，１９６４Ｍｓ．
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Abstract

DetailedstratigraphicstudiesintheYamane-Yamagatadistrictofthelwaizumi

beltoftheNorthernKitakamimassifresaltedintherecognitionoftheremarkable

crossrelationshipbetweentheSawayamagawaFormationofandesitefaciesandthe

underlymgMagidaiFormationofsandstoneandslatefacies，intheareapreviously
acceptedasconformableinthestratigraphicrelation・

Themodeofoccurrencesofthecrossrelationshipinthelkuta-Sawayama，ｗｅｓｔｏｆ

Ｔａｋｉ，westofKawamata-bashiandKuzugata-UsakaareasareshowninFigs、２－５．
ＡｓｓｈｏｗｎｉｎＦｉｇｓ、１ａｎｄ２－５，theSawayamagawaFormationisinfaultcontact

withtheKayamoriＧｒｏｕｐａｔｍａｎｙｐｌａｃｅｓａｎｄｔｈｅｆａｕｌｔｓｏccuralongthehighlydipped

easternwingsoftheShimotokusari(a）andKuzugata(b）anticlinesofisoclinallyfolded

towardthewest・But，intheareaabovementioned，thecrossrelationshipsoccur

alongthegentlydippedwesternwings，AndtheXayamoriGroup，nearlytrending
NW-SEistectonicallyintersectingwiththeoverlyingSawayamagawaandAkka
fOrmationsｏｆＮＮＷ－ＳＳＥｔｒｅｎｄｓ・

Thesefeaturesseemstronglytosuggesttheunconformablerelationshipbetween

theSawayamagawaFormationｏｆｔｈｅｂａｓａｌｕｎｉｔｏｆｔｈｅｌｗａｉｚｕｍｉＧroup（Jurassic-

Pre-MiyakoanLowerGretaceous?）andtheMagidaiFormationoftheKayamoriGroup

(UpperTriassic)，associatedwiththesubmarinevolcanicactivitiesduringLate
TriassictoEarlyJurassicage．


